
　
夫
と
２
人
の
子
ど
も
と
、
駅
前
の
利
便
性
の

よ
い
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
３
年
に
な
る
。
下

の
子
が
生
ま
れ
た
の
を
機
に
転
居
し
た
の
だ
。

夫
婦
共
働
き
で
、
共
に
都
内
に
通
勤
し
て
い
る
。

住
ま
い
は
、
そ
れ
ま
で
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
が
手

狭
に
な
っ
た
の
と
、
都
内
へ
の
通
勤
の
便
の
よ
さ

を
考
慮
し
て
、
思
い
切
っ
て
購
人
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
う
い
う
時
代
な
の
で
夫
婦
の
仕
事
も
先

行
き
の
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
賃
貸
も

割
高
で
、
家
族
向
け
の
手
ご
ろ
な
物
件
が
見
つ

か
ら
な
い
。
こ
の
地
域
を
選
ん
だ
の
は
、
自
分
の

実
家
が
同
じ
鉄
道
沿
線
に
あ
っ
て
何
か
と
便

利
、
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
子
育
て
の
こ
と
で

は
、
こ
ち
ら
の
都
合
に
合
わ
せ
て
何
か
と
頼
め

る
の
で
本
当
に
助
か
っ
て
い
る
。

　
自
分
は
大
手
企
業
で
働
い
て
い
る
。
育
児
休

業
や
育
児
時
間
な
ど
子
育
て
の
制
度
が
比
較

的
充
実
し
て
い
て
フ
ル
に
利
用
し
て
い
る
。
夫
婦

の
年
収
は
１
，
２
０
０
万
円
ほ
ど
。
夫

は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
勤
務
の
た
め
働

き
方
の
自
由
度
は
比
較
的
高
い

一
方
で
時
間
が
不
規
則
な
面

も
多
い
。

　
共
働
き
で
あ
っ
て
も
、

子
育
て
の
大
半
は
自
分
の

役
割
だ
。
夫
が
分
担
し
て

く
れ
る
の
は
、
時
々
下
の
子

の
保
育
園
の
送
り
迎
え
と

横浜市の市民像
40代・女性Cさんの場合

フルタイムで働きながら

　　　子育てに奔走する
　
子
ど
も
は
、
長
男
が
小
学
３
年
生
で

地
元
の
公
立
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
。

　
長
女
は
保
育
園
の
５
歳
児
ク
ラ
ス
。

小
さ
い
頃
か
ら
子
ど
も
が
で
き
る
だ

け
多
く
の
こ
と
に
関
心
を
も
て
る
よ

う
気
を
配
っ
て
き
た
。

　
長
男
は
３
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
習

い
ご
と
に
通
い
始
め
、
今
は
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
、
英
語
、
理
科

教
室
に
通
っ
て
い
る
。
平
日
の
放
課
後

と
週
末
は
習
い
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
一

杯
。
と
も
か
く
忙
し
い
。

　
平
日
の
放
課
後
の
送
り
迎
え
は
、

実
家
の
母
親
が
か
っ
て
で
て
く
れ
た
の

で
助
か
っ
て
い
る
。

　
月
々
に
か
か
る
費
用
も
決
し
て
安

く
な
い
が
、
子
ど
も
の
才
能
を
伸
ば
す

た
め
の
投
資
と
思
え
ば
惜
し
く
は
な

い
。
こ
の
点
は
、
夫
も
同
じ
考
え
の
は

ず
だ
。

　
悩
み
と
い
え
ば
、
忙
し
く
て
夫
と
子

　
ど
も
の
こ
と
を
ゆ
っ
く
り
話
し
て
い

　
る
時
間
も
な
い
こ
と
。
近
所
で
は

　
も
う
中
学
受
験
の
た
め
に
塾
に

　
通
い
始
め
て
い
る
子
も
い
る
の
で
、

　
将
来
の
こ
と
も
話
し
合
い
た
い
の

　
だ
が
。

　
Ｃ
さ
ん
は
子
育
て
・
や
や
安
定
型
で
あ
る
。
収
入
や
仕
事
の
面
で

は
安
定
し
て
い
る
が
、
夫
や
保
育
所
の
先
生
、
習
い
事
の
先
生
な
ど
と

も
十
分
話
し
合
う
時
間
が
な
い
。
一
見
、
安
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本

来
の
子
ど
も
の
姿
に
向
き
あ
え
て
い
る
の
か
。

と
５
割
を
割
っ
て
い
る
。
横
浜
市
は
保
育
所
の
待
機
児
童
対
策
を

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
、
2
0
1
3
年
４
月
１
日
に
は
解
消
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。

　
子
育
て
期
の
共
働
き
世
帯
で
は
労
働
時
間
と
家
事
と
子
育
て
と

の
バ
ラ
ン
ス
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。
就
業
時
間
が
週
6
0
時
間
以
上
の

男
性
の
長
時
間
労
働
は
、
子
育
て
世
代
に
あ
た
る
3
0
歳
代
が
1
8
・
４
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
4
0
歳
代
の
1
7
・
９
％
で
あ
る
。
育
児
休
業
取

得
率
も
女
性
で
は
9
2
・
７
％
と
増
加
し
た
が
、
男
性
で
は
１
・
８
％
と
こ

の
数
年
で
の
向
上
は
み
ら
れ
な
い
。

　
共
働
き
世
帯
に
お
け
る
家
事
や
育
児
の
役
割
分
担
の
実
態
を
み
る

と
、
食
事
の
用
意
は
妻
が
8
4
％
、
夫
と
妻
が
同
じ
程
度
に
分
担
し
て

い
る
の
は
１
割
に
満
た
な
い
。
保
育
所
や
幼
稚
園
の
送
迎
も
、
妻
が

担
っ
て
い
る
世
帯
が
５
割
を
超
え
る
。
（
男
女
共
同
参
画
に
お
け
る

市
民
意
識
調
査
平
成
2
1
年
実
施
）
。
共
働
き
世
帯
に
お
け
る
妻
と

夫
の
労
働
時
間
は
、
妻
４
時
間
5
3
分
と
夫
８
時
間
４
２
分
と
大
き
な

開
き
が
あ
る
（
平
成
2
3
「
社
会
生
活
基
本
調
査
」
神
奈
川
県
分
）
。
就

業
形
態
の
差
が
大
き
く
影
響
し
、
家
事
や
育
児
の
分
担
の
差
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
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か
週
末
の
習
い
事
の
送
り
迎

え
を
す
る
く
ら
い
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
条
件

力
率
は
、
「
3
0
歳
～
3
4
歳
」
で
4
5
・
９
％
、
「
3
5
歳
～
3
9
歳
」
で
4
5
・
３
％

　
横
浜
市
の
場
合
、
女
性
の
労
働
力
率
は
年
々
上
昇
し
、
平
成
2
2
年

国
勢
調
査
で
は
出
産
、
子
育
て
期
に
あ
た
る
3
0
歳
～
3
4
歳
の
労

働
力
率
は
6
5
・
５
％
と
初
め
て
６
割
を
超
え
、
平
成
1
7
年
の
5
8
・
１
％

か
ら
大
幅
な
上
昇
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
有
配
偶
者
の
女
性
の
労
働
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Ｃさんにおける暮らしやすさの方向性
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育児休業取得率の変化 保育所待機児童数

有配偶女性の労働力率(横浜市) 年齢別男性の長時間労働(週60時間以上)の割合

DATA

ワーク・ライフ・バランスの推進

　共働き世帯にとって、労働時間の問題

は親や子どもにとって極めて重要な要素

である。平成22年国勢調査によれば女

性の正規雇用と非正規雇用の割合は

44%対56%である。Ｃさんの場合、フ

ルタイム労働で拘束時間が長い。｢男女

共同参画に関する事業所調査｣では、

ワーク･ライフ･バランス実現に必要なこ

との実施率をきいている。｢長時間残業

の削減や労働時間の短縮など働き方の

見直し｣は最も高く全体では55.4%だ

が、従業員数規模が５００人以上、１０００

人以上では85.2%、71.4%と高く、99

人以下、29人以下では４割台にとどまっ

ている。次いで、社内での相談窓□の設

置が35%と多いが、これも規模の小さ

い事業所ほど少なくなっている。ワー

ク･ライフ･バランスの推進は、ワーク

シェアリングという社会全体のあり方と

かかわり大きな課題を投げかけている。



　
自
分
は
、
製
造
業
の
現
場
で
工
程
管
理
を
し

て
い
る
。
非
常
勤
で
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
る
妻
と

高
校
２
年
生
の
長
男
を
筆
頭
に
２
男
１
女
の
５
人

暮
ら
し
。
収
入
は
夫
婦
２
人
あ
わ
せ
て
５
０
０

万
円
を
少
し
下
回
る
程
度
で
あ
る
。
自
分
も
妻

も
仕
事
は
シ
フ
ト
制
で
夜
勤
も
あ
る
の
で
、
生

活
も
す
れ
違
い
が
多
い
。
二
人
と
も
そ
れ
な
り

に
一
生
懸
命
働
い
て
き
た
つ
も
り
だ
が
、
家
計
は

ま
す
ま
す
苦
し
く
、
な
か
な
か
報
わ
れ
な
い
。

　
夫
婦
と
も
地
方
出
身
で
、
両
親
は
既
に
亡
く

近
く
に
は
親
類
も
い
な
い
。
今
は
下
町
の
２
Ｄ
Ｋ

の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
。
現
在
の
場
所

に
住
ん
で
1
0
年
に
な
る
の
で
、
少
し
は
地
域
と

も
関
わ
り
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
普
段
は
仕
事
に

追
わ
れ
余
裕
が
な
い
。

目
下
の
最
大
の
悩
み
は
高
校
２
年
の
長
男
と

中
学
２
年
の
次
男
の
進
路
問
題
。

　
長
男
の
場
合
、
本
人
は
、
こ
れ
と

い
っ
て
や
り
た
い
こ
と
や
希
望
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、

就
職
と
も
進
学
と
も
ど
っ

ち
つ
か
ず
の
態
度
。
親
と
し

て
は
、
自
分
の
時
代
と
は

違
っ
て
今
は
将
来
何
に
な

る
に
し
て
も
、
大
学
ま
で
は

進
学
し
て
お
い
た
方
が
い
い

横浜市の市民像Dさんの場合

子どもの進路問題と住まいが

や
ら
最
低
で
も
４
年
間
の
学
費
の
確

保
は
正
直
自
信
が
な
い
。
今
は
奨
学

金
の
制
度
も
充
実
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
来
年
高
校
受
験
の
次
男
は
、
ど
う

も
中
学
に
入
っ
て
か
ら
不
安
定
で
勉

強
に
身
が
入
っ
て
い
な
い
様
子
。
高
校

だ
け
は
卒
業
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
。
妻
も
自
分
も
最
近
は
自
分
の
こ

と
が
や
っ
と
で
、
子
ど
も
が
ど
ん
な
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
、
将
来
ど
う

し
た
い
の
か
な
ど
、
話
を
聞
い
て
や
っ
た

こ
と
も
な
い
が
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に

は
学
校
の
先
生
に
相
談
し
よ
う
と
は

思
っ
て
い
る
。

　
末
っ
子
の
女
の
子
も
小
６
と
な
っ

て
、
こ
れ
ま
で
は
３
人
一
部
屋
で
寝
起

き
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
せ
め
て

男
女
別
の
子
ど
も
部
屋
も
必
要
と
思

　
う
。
勉
強
す
る
に
も
そ
れ
な
り
の
環

　
境
も
必
要
だ
。
た
だ
、
家
賃
を
考

　
　
え
る
と
な
か
な
か
引
っ
越
せ
な
い
。

　
　
公
営
住
宅
も
倍
率
が
高
く
、
何

　
　
度
か
落
選
し
た
。
住
宅
の
問
題
で

　
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

　
１
０
０
人
の
ま
ち
の
中
で
、
「
暮
ら
し
や
す
い
」
と
答
え
た
人
の
割
合
が

2
5
％
と
極
め
て
低
い
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
「
生
活
基
盤
不
安
定

型
」
は
全
体
の
1
5
％
を
占
め
て
お
り
、
無
視
で
き
な
い
割
合
で
あ
る
。
持

ち
家
率
が
低
く
民
間
ア
パ
ー
ト
居
住
者
が
多
い
。
心
配
ご
と
は
「
収

入
」
が
最
も
高
く
6
1
％
、
「
自
分
や
家
族
の
健
康
」
が
5
5
％
、
「
仕
事
や
職

場
の
こ
と
」
3
5
％
、
「
家
計
の
や
り
く
り
」
4
5
％
、
「
住
宅
の
こ
と
」
3
2
％
。

「
家
族
や
親
戚
の
介
護
」
3
0
％
、
「
子
ど
も
の
保
育
や
教
育
」
2
4
％
と
、

極
め
て
多
く
の
心
配
ご
と
を
抱
え
て
い
る
。

　
住
ま
い
は
生
活
に
必
要
な
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
盤
の
一
つ
で
あ

る
が
、
不
安
定
な
雇
用
、
低
収
入
の
世
帯
な
ど
で
、
居
住
環
境
が
よ

り
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
。
例
え
ば
、
収
入
階
層
別
に
持
家
・
借
家

の
割
合
を
み
る
と
、
世
帯
年
収
５
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
で
は
、
半

数
以
上
が
借
家
住
ま
い
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
横
浜
市
全
体
で
は
６

割
が
持
家
で
あ
る
の
に
対
し
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
特
に
母
子
世
帯
で

は
、
持
ち
家
率
は
３
割
に
満
た
な
い
。

　
幼
稚
園
３
歳
～
高
等
学
校
卒
業
ま
で
の
1
5
年
間
に
か
か
る
子
ど
も
一

人
あ
た
り
の
学
習
費
総
額
（
学
校
教
育
費
+
学
校
給
食
費
+
学
校
外

活
動
費
）
を
み
る
と
、
す
べ
て
公
立
に
通
っ
た
場
合
で
５
０
４
万
円
、
す

べ
て
私
立
に
通
っ
た
場
合
で
は
1
7
0
0
万
円
余
と
い
う
結
果
で
あ
っ

た
。
な
か
で
も
、
世
帯
の
年
間
収
人
別
の
学
校
外
活
動
費
は
、
世
帯
の

年
間
収
入
が
増
加
す
る
ほ
ど
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　
ま
た
、
横
浜
市
に
お
け
る
新
規
高
卒
で
の
大
学
進
学
率
は
、
1
9

8
5
年
で
は
3
3
・
８
％
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
0
年
に
は
6
4
・
９
％
と

な
っ
た
。
新
規
高
卒
者
の
就
職
率
は
2
5
・
２
％
か
ら
６
・
５
％
ま
で
低

下
し
、
厳
し
い
現
状
に
あ
る
。
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と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
進
学
す

る
に
は
お
金
も
か
か
る
。
入
学
金

子
ど
も
の
教
育
と
収
入
格
差

低
収
入
ほ
ど
住
ま
い
は
不
安
定

40代・男性

最大の悩み
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暮
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し
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教育の多様化と職業訓練のあり方

　Ｄさんのような世帯のケースは、子ど

もの社会経済的自立が生活改善のため

の大きなポイントとなる。大学への進学

率の高まりとともに高卒の就職率が低下

しているが、目的が定まらないままとり

あえず大学へ進学する例が増えている

ことも指摘されている。

　また、雇用の流動化、不安定化ととも

にフリーターや若年無業者が増えてお

り、明確な目的を持って専門的、実践的

な知識、技能を習得し、社会人としての

キャリア形成を進める職業教育の重要性

も増している。特に生活が困窮している

045

世帯の若者は、高校卒業後、フリーター

や無業になる場合も多い。このような若

者に対して、例えば県立田奈高校で実践

されている｢バイターン｣(バイトとイン

ターンシップを併せた言葉)のような仕

組みが有効だ。｢バイターン｣は高校と若

者支援団体、そして地元企業が手を結

び、高校生本人の将来の職業に対する目

標や意向も踏まえて、職業研修を有給で

行う制度。これによって生活困窮世帯の

若者も生活費を稼ぎながら、キャリアを

形成することが出来、卒業後も正規雇用

の道が拓ける。

収入階層別持ち家･借家の割合 ｢生活基盤不安定型｣の悩みや困り事

ケース別子ども一人当りの学習費総額 世帯収入別学校外活動費として支出した平均額

Ｄさんの暮らしやすさの方向性

DATA



　
都
心
部
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
1
5
年
に

な
る
。
市
内
の
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
正
社
員

と
し
て
勤
務
し
、
時
間
は
不
規
則
だ
が
仕
事
は

お
も
し
ろ
く
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。
年
収
は

５
０
０
万
円
ほ
ど
。
結
婚
は
し
て
い
な
い
。
一
人
暮

ら
し
で
、
県
内
の
実
家
に
は
両
親
と
兄
夫
婦
が

い
る
。
特
に
関
係
が
悪
い
訳
で
は
な
い
が
、
実
家

と
は
あ
ま
り
行
き
来
を
し
て
い
な
い
状
態
で
あ

る
。
そ
の
代
わ
り
と
い
っ
て
は
何
だ
か
、
住
ん
で

1
5
年
に
も
な
る
と
、
地
域
に
は
結
構
仲
間
が
い

る
。
近
所
の
居
酒
屋
で
知
り
合
っ
た
客
同
士
の
つ

な
が
り
で
、
フ
ッ
ト
サ
ル
・
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。

商
店
街
の
若
旦
那
や
床
屋
の
マ
ス
タ
ー
も
皆
仲

間
。
何
か
あ
っ
た
と
き
、
し
ば
ら
く
様
子
が
見
え

な
い
と
き
に
は
お
互
い
に
連
絡
を
と
る
。
今
や
家

族
よ
り
も
近
い
関
係
だ
。

　
最
近
、
居
酒
屋
の
仲
間
の
一
人
が
、
県
内
で
農

業
を
始
め
た
と
い
う
。
話
を
聞
く
と
お
も
し
ろ

そ
う
な
の
で
今
度
自
分
も
参
加
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
の
と
こ

　
一
人
暮
ら
し
の
心
配
と

言
え
ば
健
康
面
の
急
変
。

以
前
飲
み
仲
間
で
や
は
り

一
人
暮
ら
し
の
友
人
が
病
気

横浜市の市民像
40代・男性Eさんの場合

地域の仲間との

が
、
皆
で
必
死
で
説
得
し
て
病
院
に
担

ぎ
込
ん
だ
。
や
は
り
一
人
だ
と
い
つ
何
か

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
が
あ
る
。
年

を
と
っ
て
も
ず
っ
と
一
人
で
、
一
生
い
ら
れ

る
か
と
い
う
と
難
し
い
。
で
も
具
体
的

に
何
を
ど
う
す
る
か
は
考
え
て
い
な
い
。

　
職
場
で
も
一
人
暮
ら
し
の
人
同
士
、

今
日
は
欠
勤
し
て
な
い
か
、
と
か
お
互

い
に
何
と
な
く
気
遣
っ
て
い
る
。

　
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
賃
貸
の
せ

い
か
移
動
が
激
し
く
、
ほ
と
ん
ど
知
り

合
い
は
い
な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ポ
ス
ト
に

は
、
表
札
が
ほ
と
ん
ど
出
し
て
い
な
い
。

ポ
ス
ト
も
番
号
だ
け
だ
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
回
覧
が
回
っ
て
い
る

が
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
だ
け
な
の
で
、
ピ
ン

ポ
ン
は
し
な
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
会
っ

て
も
、
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
あ
い
さ
つ
を

す
る
が
、
そ
れ
以
上
は
踏
み
込
ま
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。
正
直
、
隣
の
人
が

だ
れ
な
の
か
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　
何
か
あ
れ
ば
管
理
人
に
相
談
し
よ

　
市
民
像
の
中
で
の
「
単
身
・
非
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
に
属
す

る
。
暮
ら
し
や
す
さ
は
平
均
並
み
。
住
ま
い
と
家
計
も
安
定
し
、
社

会
的
な
つ
な
が
り
や
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
意
欲
も
平
均
的
で

あ
る
が
、
特
徴
は
、
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
第
一
と
し
て
い
な
い
単
身

者
が
多
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
相
談
相
手
は
、
「
仕
事
で
知
り
合
っ
た

人
」
「
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
友
人
・
知
人
」
「
信
仰
を
通
じ
た

友
人
・
知
人
」
「
同
じ
悩
み
を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
人
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
人
」
な
ど
が
平
均
よ
り
多
い
。

　
１
章
で
見
た
「
生
涯
未
婚
率
」
は
、
5
0
歳
時
点
で
一
度
も
結
婚
し
な

か
っ
た
人
を
生
涯
結
婚
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
見
立
て
た
数
字
だ
が
、

実
際
、
4
0
代
、
5
0
代
の
未
婚
率
は
男
女
と
も
に
大
き
く
上
昇
し
て
い

る
。
4
0
代
前
半
の
未
婚
率
は
、
1
9
8
0
年
に
は
男
性
６
％
女
性
４
％

で
あ
っ
た
も
の
が
、
2
0
1
0
年
に
は
男
性
2
9
％
、
女
性
で
1
7
％
と

な
っ
た
。
2
0
1
0
年
に
は
、
5
0
代
前
半
で
も
男
性
で
２
割
弱
、
女
性

で
１
割
弱
の
人
が
未
婚
で
あ
る
。

　
　
未
婚
者
の
就
業
状
況
を
み
る
と
、
男
女
と
も
に
5
0
代
に
入
る

と
就
業
率
が
低
下
傾
向
と
な
り
、
男
性
で
は
失
業
率
が
5
0
代
前
半

で
1
4
・
６
％
、
後
半
で
1
6
・
３
％
と
高
く
な
る
。
年
齢
階
級
別
の
仕
事

046

解説

ろ
は
、
自
分
に
と
っ
て
は
適
度
に

人
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
い
い

街
だ
と
気
に
入
っ
て
い
る
。

で
倒
れ
た
。
本
人
は
頑
な
に

医
者
に
か
か
る
こ
と
を
拒
ん
だ

ネットワークで暮らすＥさん

う
と
思
う
が
、
管
理
人
も
常
駐
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
話
し

た
こ
と
は
な
い
。
一
人
暮
ら
し
で
気

楽
だ
が
、
も
う
少
し
た
わ
い
の
な

い
話
ぐ
ら
い
で
き
る
よ
う
な
関
係

　
の
ほ
う
が
、
楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
、

と
ふ
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。

4
0
代
～
5
0
代
の
未
婚
者
の
就
業
状
況

4
0
～
5
0
代
の
未
婚
率
の
上
昇

を
辞
め
た
理
由
を
み
る
と
、
4
5
～
5
4
歳
、
5
5
～
6
4
歳
で
は
、
「
人
員
整

理
・
勧
奨
退
職
」
「
会
社
倒
産
・
事
業
所
閉
鎖
」
な
ど
、
他
の
年
代
に

比
べ
非
自
発
的
理
由
に
よ
る
割
合
が
高
い
。
さ
ら
に
、
「
病
気
・
高
齢

の
た
め
」
「
家
族
の
看
護
・
介
護
」
の
た
め
の
割
合
も
高
い
。



変
わ
る
家
族
と
働
き
方
､
暮
ら
し
方

４０代～５０代単身者の住まいと地域のネットワーク

中高年単身者の重要な生活基盤であ

る住まいの所有形態はどうか｡単独世帯

の住宅所有形態をみると､男性全体の持

ち家率は60%であるのに対し､単独世

帯は２２％と低い。40歳～44歳で

25％、４５歳～４９歳で29％、５０歳～

５４歳でも32％に留まっている｡高齢期

に向けた住宅基盤不安定層の存在が懸

念される｡

Eさんの場合には､近所の居酒屋を拠

点とした地域のﾈｯﾄﾜｰｸをつくり､日

047

常的な情報を得て助けあっている｡また

職場でも､単身者向きのﾈｯﾄﾜｰｸが

あるようだ｡しかし､全体的な傾向として

は､家族的なｹｱに代わるﾈｯﾄﾜｰｸを

持っている人は少なく､住まいも必ずし

も安定していない｡仕事と健康を失った

時の備えやｽﾄｯｸをどのようにつくって

おくか｡急速に中年期の単独世帯が増加

する中で､その生活の実態の把握と住

宅･地域のﾈｯﾄﾜｰｸづくりなど､対応

策を準備しておく必要がある｡

40代､50代単独世帯の住居の所有の関係別割合 仕事を辞めた理由[45～54歳]

単身･非親族ネットワーク型の相談相手 40代､50代の未婚率

Eさんの暮らしやすさの方向性

DATA
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